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いわき市平字田町120番地
いわき産業創造館（LATOV６階）

いわき

〒963-8025
郡山市桑野１丁目22番21号

放送大学いわき
サテライトスペース
〒970-8023
いわき市平鎌田字寿金沢22－1（東日本国際大学５号館５階）

TEL.0246-22-7318

郡　山

郡山駅より（20分）⇒
郡山女子大学下車

バスのご利用

TEL.024-921-7471
郡山市桑野１丁目22番21号
放送大学福島学習センター

※駐車場がありませんので、公共交通機関をお使いください。

文学の森
資料館郡山市民

文化センター

公開
講演会

入場
無料
入場
無料

子どもの権利と市民活動：
活動から生まれた“権利に関する言葉”

今年は国連「子どもの権利条約」が採択されてか
ら33年目になります。2024年には子どもの権利
に関するはじめての国際文書である「子どもの権
利宣言（ジュネーブ宣言）」から100周年を迎えま
す。一方で、私たちの社会ではいまだ子どもに関
わる社会課題が問われています。今回は子どもの
権利とは何かを確認していきながら、その子ども
の権利の実現を支えてきた市民活動と、そこから
生まれた“権利に関する言葉”についてふれていき
ます。

9月3日
 13：00～14：30（12：30開場）

令和
4年 土

 南雲 勇多先生
放送大学客員准教授
東日本国際大学経済経営学部准教授

講師

土偶は縄文時代を代表する造形表現物です。土
偶は女性を表現していることから、「縄文の女神」
などと呼ばれたりします。さらに、ほとんどの土偶
は壊れており、完全な形で出土する例はほんの少
数です。そこから、土偶を壊す祭祀があったのでは
ないかという仮説が提案されたりしています。で
も、それは本当でしょうか？宮城県蔵王町谷地遺
跡の土偶製作動作連鎖から再考してみました。土
偶は壊すために作られたのでしょうか？ 會田 容弘先生

放送大学客員教授
郡山女子大学短期大学部教授

講師

郡 山
放送大学福島学習センター講義室

 13：00～14：30（12：30開場）

9月11日令和
4年 日

これからの時代の働き方と健康
～ストレスとキャリア～

「働く」ということは職業に限りません。毎日の生
活の中で私たちは，さまざまな役割を担い行動す
ることで人生というキャリアを形成しています。生
きていれば年を重ねることも、ストレスとつき合っ
ていくことも避けられません。曖昧さと不安に満
ちたこれからの時代、私たちの時間の過ごし方に
ついて心理学の視点から考えてみます。

 五十嵐 敦先生
放送大学客員教授
福島大学名誉教授

講師

 15：00～16：30（14：45開場）

9月11日令和
4年 日

各先着　　 名（要予約）定  員
※各回とも定員になり次第終了します。お早めにお申込みください。

35
事前電話予約

郡山 福島学習センター開催地別に電話でお申込みください。

いわき
いわき産業創造館（LATOV６階）

動作連鎖からみた縄文土偶
-八頭身土偶は自立していたのか？-

いわき いわきサテライトスペース

要申込 12：30～13：00
放送大学内容説明・施設見学など

オープン
キャンパスも
同時開催

写真提供：山形大学附属博物館


